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A相の領域は,磁場の存在によって拡大しOKでも安定に存在する領域をもっことが

知られている｡したがって Orbitdynamicsに双極子相互作用を考慮にいれる場合などは

特に磁場の効果にも興味がもたれるO

磁場の方向を Z軸にとり,磁場をかけてもunitarystateにあると仮定すれば,準粒子

の励起エネルギーは
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E - li(f2.dz2)2- HI2+dx2+dy212

のようになり,Bogolyubov変換も比較的簡単になる｡

CombescotのnOtationに従えば collisionlessregemeの運動方捉式は,最終的に,

∂n(k)a β -1aβ ,T ∂ ∂ e (k)T∂

と書ける｡但し,
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uは,B喝01yubov変換のmatrixで,Dは

Dij- (f(Ei)- f(Ej))/(Q'-Ei+Ej)

である｡

hydrodynamicalregimeでは,collisionterm杖,局所的に定義される準粒子の衝突だけ

で記述されると仮定すれば, normalFermi liquidの理論に準じた取 り扱いが可能で,

∂nO
8nJ=-- 88 + 8n

aE

という変換をすれば,Boltzmann方程式は,
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のようになる｡但 し,Ⅰ〔∂n′〕は Bogolyubov変換をすれば対角要素だけが零でないよ
うなmatrixである. ∂Eと ∂n,∂n′の間には,

∂e(k)- ∑ f(k,k′)∂n(k′)
k′

-∑9(k,k′)∂n′(k′)
k′

のような関係があり対角要素については,normalFermi liquidと同じ関係が fとCの間

に成 り立っが,非対角要素については,gap方程式を満たすゆらぎ(例えばBogolyubov-

Andersonmode,Orbitwave等 )については,9は無限大になる｡
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A相の才一べクト′レの運動を含めて,orderparameterの回転運動に関する動力学は今

だに論争中の問題である｡最近 R.Combescotl)と M.C.Cross2)がそれぞれmatrixkinetic

equationから出発しmicroscopicな立場からこれについて論 じている｡特に,Combescot

壮系の-様な運動をかなり詳細に検討 しているので彼の理論を中心に紹介した≡)又,堤
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